















































































































































































































































































































『漢書』地理志 《汉旧仪》 《关中记》 《元和郡县志》
長安 八万八百戸（24万人） 　 　 　
長陵 五万五十七戸（17万９千人） 　 　 万戸
安陵 　 万户 五千户 千户
茂陵 六万一千八十七戸（27万人） 　 　 万戸
阳陵 　 万户 五千户 千户
平陵 　 三～五万户 五千户 万户（千戸）
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に，威陽原付近の成国渠は海抜430m付近で建
設されたので，渭水第二級階地における農地の
灌漑ができるとしても，水不足の黄土台原の農
地に水を提供できない。この状況は茂陵エリア
だけではなく，平陵（図７参照），延陵（図８
参照）周辺も同じ状況である。
　では，なぜ効率と利益が低いのに，前漢の統
治者は膨大の人力・物力・財力を使い，成国渠
という大規模の用水路を建設したのであろう
か。2003年，筆者は平陵付近の調査を行うと
き，地元の住民から「宝鶏峡灌漑システムの用
水路から水が来るとき，村の古い井戸の水位が
上昇する」という話を聞き，さらに平陵郷で数
カ所の聞き込み調査を行い，たいてい高幹渠か
ら水が来て農地の灌漑をするとき，平陵周辺の
地下水位は３m前後高くなり，地下水の量も
かなり増えるということが判明した。しかし，
これは科学的な観察データではないため，研究
に使用できなかった。近年以来，咸陽原地区の
水資源はさらに乏しくなり，研究のため，現地
の水利研究者たちは咸陽原を含む咸陽地区の地
下水の変化にかかわる資料を次々公表し29），科
学的な調査データや結論を参考できるようにな
った。これらの研究の結論をまとめてみると，
まず，咸陽原地区の地下水位は降水・宝鶏峡灌
漑システムによる灌漑・固有の地下水の三つの
要素に左右される。宝鶏峡灌漑システムによる
灌漑の灌漑用水の影響は非常に大きい。1977～
1985年の間，宝鶏峡灌漑システムによる灌漑用
水が非常に豊富であった。それにともない，地
下水の水位が大幅に上昇し，咸陽原に位置する
薬王洞村などの地域に泉水まで現れた。1992～
2004年の間，宝鶏峡灌漑システムによる灌漑用
水が少ないため，地下水の水位は毎年0.7m前
後下降した。次に，地下水の最高水位は年末に
現れる。関中地区において，年末は降水がもっ
とも少ない時期であるが，年末が冬季灌漑の時
期で，一年間のなかで灌漑用水の量がもっとも
多く，地下水位が高くなる原因はこの冬季灌漑
にあると考える。第三に，灌漑用水の量が多け
れば多いほど，地下水の水位が上昇し，水量も
多くなる。
　このような調査と研究結果からみれば，成国
渠は前漢時代の陵邑付近でコースをとったが，
茂陵邑や平陵邑の海抜は成国渠より数十メート
ル高いため，成国渠から直接的に引水ができな
いかもしれない。しかし，その来水により陵邑
付近の地下水の水位が高くなって水量も増えた
可能性が大きい。この地下水の上昇と水量の増
加により，茂陵邑のような27万人の生活用水を
確保できたのではないかと考えられる。
　前漢首都圏の空間はいくつかの要素が相互に
作用し，これらの要素の合力で前漢首都圏の特
有の空間構造を形成させた。咸陽原における前
漢時代の諸陵邑及び集落は前漢首都圏を構成す
る重要な部分で，勿論，政治的な要因はこの地
域の空間の巨視的な様態を形成させた要素であ
る。しかし，具体的な立地などは，現地の自然
環境に対する認識に基づいて考えられたとおも
う。政治的にみれば，陵邑だから当然茂陵や平
陵などの帝陵周辺で建設されることになる。し
かし，地下水が比較的に取りやすい渭水第三級
階地でこの二つの陵邑を建設するか，それとも
水資源の確保が困難な黄土台原に陵邑を建設す
るか，を判断するとき，おそらく現地の自然環
境，特に水資源の状況も重要な判断要素であ
る。取捨選択の末，地下水利用が困難な黄土台
原が陵邑の立地として選ばれた。さらに生活用
水の確保のために灌漑兼用の用水路である成国
渠が建設されたのではないかとおもう。咸陽原
における皇帝陵・陵邑・用水路などの要素で構
成する空間は，このような様々な配慮のもと作
り上げられたのであろう。しかし，特に咸陽原
の水資源に関する記載はきわめて少ないため，
現代のデータを利用して研究の方向性を模索す
るしかできない。将来，新しい考古学資料の発
見によってより確実な咸陽原地区の空間像が復
元できると信じたい。
〔付　記〕
　本研究は科学研究費補助金基盤研究（B）（平
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平成24～26年度）「魏晋南北朝時期主要都城の
「都城圏」社会に関する地域史的研究」（研究代
表者・中村圭爾）の成果の一部である。
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